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関係機関長および関係各位

教員の公募について

拝啓

平成27年12月14日

京都大学防災研究所長

寶馨

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

当研究所は｢災害に関する学理の研究及び防災に関する総合研究」を目的とする全国共同利用の研

究所であり、5研究部門・6附属研究センターによって構成されています。平成22年度より、「自

然災害に関する総合防災学の共同利用?共同研究拠点」に認定され、より広範な共同利用・共同研究

を推進しております。

このたび、下記の通り教員を公募することになりました。つきましては、ご多用のところ、まこと

に恐縮ではございますが、関係各位の皆様方にご連絡いただくとともに、適任者の応募についてよろ

しくお取り計らい下さいますようお願い申し上げます｡

敬具

記

1．職種：教授

2．募集人員：1名

3．勤務場所：総合防災研究グループ巨大災害研究センター災害情報システム研究領域

（所在地：宇治市五ヶ庄）

4．職務内容：

総合減災システムの確立をめざして、巨大災害の被害の軽減に資する災害情報に関する研

究を理論的かつ実践的に推進する。とくに、情報システム科学の立場から、災害発生前、発生

時､および発生後の社会の対応を情報処理過程としてとらえて､効果的な被害軽減､災害対応、

復旧・復興を可能にするための情報システムの開発と評価に関する研究を、学際的かつ国際的

に進める。また、京都大学大学院情報学研究科社会情報学専攻の教育を担当する予定である。

5．資格等：博士の学位を有すること。

国籍は問わないが、日常的に日本語が使えること。

6．採用予定日：選考後できるかぎり早い時期

7．任期： な し

8．勤務形態：専門業務型裁量労働制（週38時間45分相当、1日7時間45分相当）

休日：土・日曜日、祝日、年末年始、創立記念日及び夏季休業日

9．給与・手当等：本学支給基準に基づき支給

10．社会保険：文部科学省共済組合、雇用保険及び労災保険に加入



応募方法：次の(1)～(6)各一式

(1)履歴書

(2)研究業績一覧（査読付き論文とその他の論文､著書､解説、報告などに区分けしたもの）

(3)主要論文別刷（コピー可）5編

(4)研究業績の概要(A4用紙2枚以内）

(5)今後の研究計画及び抱負(A4用紙2枚以内、説明図の利用可：これまでの実績を踏まえ

てどのような研究を行うか、応募者の考えを示すこと）

(6)推薦書（または、応募者について意見を伺える方2名の氏名と連絡先）

書類提出先：

〒611-0011宇治市五ケ庄京都大学防災研究所担当事務室気付

巨大災害研究センター災害情報システム研究領域教授候補者選考委員会宛

_(封筒の表に職員応募書類在中」と朱書し、郵送の場合には書留にすること）

応募締切：平成28年2月15日（月）【必着】

選考方法：書類選考のうえ、必要に応じて面接を行います。面接等の詳細は、別途連絡しま

・す。

問い合わせ先：

〒611-0011宇治市五ケ庄京都大学防災研究所担当事務室気付

巨大災害研究センター災害情報システム研究領域教授候補者選考委員会宛

e-man:apply=sta"dpri.kyoto-u.ac.jp

（封書あるいは電子メールに限る）

その他：

応募書類に含まれる個人情報は、選考および採用以外の目的には使用しません。

なお､京都大学は男女共同参画を推進しています｡多数の女性研究者の積極的な応募を期待し

ています。
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巨大災害研究センターの概要

1．研究目的及び研究内容の概要

巨大災害研究センターは、巨大災害による被害の軽減に関する研究を、自然科学と社会科学を融合

した視点から進めています。これは、近年の巨大災害が、自然のハザードに起因する直接被害のみな

らず､人生や生活の破壊､地域文化に対する打撃､経済被害など､間接被害をも甚大化させている点、

すなわち、巨大災害が人間社会を破壊する点を踏まえたものです。

こうした視点にたって設置された巨大災害研究センターは､巨大災害過程研究領域､災害情報シス

テム研究領域、災害リスクマネジメント研究領域、国際情報ネットワーク研究領域（外国人客員)、

歴史災害史料解析研究領域(客員)、地域災害研究領域(客員)、以上6つの研究領域を有し､総合的、

学際的、かつ長期的な視点に立った防災・減災研究を推進しています。

巨大災害過程研究領域

本研究領域の研究テーマは、「総合減災システムの確立と実践的防災学の構築」です。安全・安

心な社会を実現するために、巨大災害による被害を軽減するための研究を、社会科学・自然科学を

融合して行っています。特に、社会科学の立場からは、災害情報、防災教育、災害文化のあり方を

提案し、真に「実践的な」防災学とは何かを探っています。

災害情報システム研究領域

社会現象としての災害学理の究明と、効果的な防災の実現を目標としています。とくに、災害発生

前、発生時、および発生後の社会の対応を情報処理過程としてとらえて、効果的な被害軽減、災害対

応、復旧・復興を可能にするための情報システムの開発と評価に関する研究を進めています。

災害リスクマネジメント研究領域

本研究領域は、巨大災害がもたらす被害の軽減を理工学と社会科学が協同して取り組むべき研究

課題としてとらえ、そのための研究をリスクマネジメントの観点から行っています。また、この研究

課題を、都市や地域、国土などの総合的なリスクマネジメントの一環と位置づけ、学際融合的かつ国

際的な研究領域として発展させることを目的として多角的な研究を推進しています。

このほかに、下記の2つの客員部門と1つの外国人客員部門があり、上記の3研究領域でカバーでき

ない研究領域を有機的に補完する活動を担っています。

歴史災害史料解析研究領域（客員）

地域災害研究領域（客員）

国際情報ネットワーク研究領域（外国人客員）



2．現在の教員構成

平成27年12月1日現在の教員構成は以下のとおりです。

巨大災害過程研究領域：

災害情報システム研究領域：

災害リスクマネジメント研究領域：

情報ネットワーク研究領域：

歴史災害史料研究領域：

地域災害研究領域：

■■ｰ■■■■ー■■■■‐ー■■■■■■ーーｰ‐

共同利用・共同研究拠点について

教授矢守克也

准教授（選考中）

助教（選考準備中）

教 授 （ 今 回 公 募 ）

准教授（選考準備中）

教授AnaMariaCRUZ

准教授横松宗太

（外国人客員准教授)JamesD.Goltz

（客員教授）矢野桂司

（客員准教授）八シ塚一郎

（客員教授）中谷内一也

（客員准教授）西野智研

個々の大学の枠を超えて、大型の研究設備や大量の資料･データ等を全国の研究者が利用したり共同

研究を行う「共同利用・共同研究」のシステム、全国共同利用研究所として、防災研究所は共同利用

や共同研究を推進してきましたが、平成20年7月に創設された、文部科学大臣による「共同利用・

共同研究拠点」の認定制度により、平成22年度からは、新たに「自然災害に関する総合防災学の共

同利用・共同研究拠点」として共同利用・共同研究を推進しています。

なお、京都大学防災研究所の詳細は下記のホームページをご参照下さい。

http:"www.dDri.kvoto-u.ac.in/

ノ

｡



獅
釧

蝿
肋

帥
如

吻
恥

０
ａ

》
唖

》
》

８
錘

ａ
ｅ

ｓ
配

、
Ｒ

睡
緬

。
ｍ
函

ｎ
Ｗ

地
Ｈ

ｇ
ｒ

恥
韮

亟
醒

紬
皿

ｏｎ

Decemberl4th,2015

TheDisasterPreventionResearchlnstitutePRD,botoUniversityinvitesapplicationshra

permanentPromssorposition.

Location:DisasterlnformationSystemsLaboratorM",DisasterPreventionResearchlnstitute,

mrotoUniversityiGokasho,Uji,恥'oto611-0011,Japan.

JObdescriptionandreqUiredqualincation:TheapPomtedpromssorisrequestedtoconduct

theoreticalandpracticalresearchrelatedtoriskreductioncausedbyhugedisasters,especianyi

homaperspectiveofdisasterinmrmationsystemssciences・He/sheisrequestedtocarryout

interdisciplinaryandmternationalresearchondevelopmentandevaluationofdisaster

informationsystems,contributmgtoeHectivedisasterpreparedness,response,andrecoveryb

He/sheisalsoexpectedtocontributetoeducationintheDepartmentofSociallnformatics,

GraduateSchooloflnformatics,"otoUniversityLThesuccesshllapplicantisexpectedtohavea

Ph.D.oritsequivalentandtobeprohcientmJapanese.

Startingdate:Assoonaspossibleaftertheselection.

Workingconditiong:Workinghours:38hours45minutesperweekunderhlll-timeemployment

madiscretionaryworkingsystem･DaysofSaturdays,Sundays,publicholidays,Year-endand

NewYearholidays,UmversityFoundationDay,andsummervacation・

Salaryandbenehts:Tbbedetermmedmaccordancewiththeexistingemploymentregulationsof

WotoUniversityB

Insurance:(1)HealthandPensionlnsurancecoveredbytheNationalGovernmentEmployee's

MutualAidAssociation.(2)Unemploymentlnsurance,and(3)Worker'sCompensation.

ApplicantsshouldpreparethehⅡowingmaterial:

(1)Curriculumvitae

(2)Listofpublications(dividedclearlyintorefreedjournalpapersandothers)

(3)COpiesofHverelevantpapers

(4)Briefsummaryofresearchandrelatedcontribudons(uptotwoA4pageS)

(5)Statementofresearchplans(uptotwoA4pages,mcludmghgures)

(6)Recommendationlettersornamesandcontactinformationoftworeferences(include



addresses,bxnumbers,andepmailaddresses)

(JST)attheThecompleteapplicationpackagemustarrivebythedeadlineofFeb.15th,2016

mllowmgaddress:

SelectionCommitteemrDisasterlnformationSystemsLaboratoryProtssor

AdministrativeOmce,UjiCampus,

"otoUniversity

Uji,Woto611-0011JAPAN

Formqumes,sende-mailtoapply_staH'at'dprikyoto-u.acjpCeplace'atiwith｡

FormoreinhrmationaboutDPRI,seehttp:"Wwwbdpri.kyoto-u.ac.jp/.
ヤ

KyotoUniversityisanequalopportunityemployer;

一
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募集人員

採用後の職務

採用後の処遇

勤務時間

勤務場所

応募資格

別紙

書陵部図書課研究職員募集要項

1名

(1)宮内庁内各部局からの歴史資料として重要な公文書の移管に関する業務

(2)公文書管理法に基づく利用請求についての審査業務

(3)利用請求者等からの照会等への対応業務

(4)館所蔵公文書に関する情報システム及びデータベースの構築・管理に関する諸業務

(5)館所蔵公文書の保存環境の整備に関する業務

(6)展示会の企画調整，準備，実施等の利用促進に関する諸業務

(7)館所蔵公文書に関する調査・研究

(8)当庁業務に習熟するための若干年の他部署での業務

国家公務員・内閣府事務官・研究職

給与：学歴・経験等を考慮し，「一般職の職員の給与に関する法律｣に基づき決定する。

原則，午前8時30分から午後5時15分（土・日・祝日を除く）

東京都千代田区千代田1－1宮内庁書陵部図書課宮内公文書館

(1)アーカイブズ学，図書館情報学，記録管理学，日本史学（近現代史),法学，政治

学等を専攻し，明治初期から戦前期にかけての文書等（翻刻されていないもの）を

読解し，当時の時代状況，法制度等に即して記載内容を正確に把握し，かつ説明す

る能力を有すると認められる者

(2)上記の専門教育課程を経て大学院修士課程（博士課程前期）を修了した者（採用時

点で修了している見込みのある者を含む)，あるいはそれと同等以上と認められる

者

(3)心身共に健全で，永年勤続可能な者

(4)簡単なパソコンの操作(Excel,Word,一太郎等）ができること

なお，以下に該当する者は応募できない。

(1)日本国籍を有しない者

(2)国家公務員法（昭和22年法律第120号）第38条の規定により国家公務員となること

ができない以下の者

・成年被後見人又は被保佐人

・禁固以上の刑に処せられ，その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなる

までの者

・懲戒免職の処分を受け，当該処分の日から2年を経過しない者

・日本国憲法施行の日以後において，日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で



採用予定時期

応募書類

書類送付先

書類受付期間

選考方法

採否の通知

照会先

破壊することを主張する政党その他の団体を結成し，又はこれに加入した者

平成28年4月1日

(以下の全件を一括して提出すること）

(1)履歴書（写真貼付）1通．

(2)大学学部卒業証明及び成績証明各1通

(3)大学院修了（若しくは修了見込）証明及び成績証明各1通

(4)志望動機（1,000字以内，様式任意）1通

(5)業績目録1通

書式は自由とするが，著書・論文などの種類別（かつ発表順）にまとめ，連名の

業績については，応募者の分担範囲を明示すること。また，博士論文・修士論文・

卒業論文は業績目録に含め,1,200字以内の要旨を別途添えること。

(6)主要業績（抜刷・コピー可）3点以内

※なお，上記以外の書類（推薦書等）の提出は御遠慮願います。

〒100-8111東京都千代田区千代田1－1

宮内庁書陵部図書課庶務係長伊藤あて

必ず簡易書留とし，封筒の表に「図書課研究職応募書類在中」と朱記すること。

なお，不採用となった場合は，応募書類は返却するので，宛先を明記の上，返信用切

手（簡易書留・送付時と同額）を貼付した返信用封筒（送付時と同型のもの）を同封

すること。

平成27年12月25日（金）から同28年1月25日（月）（必着）

書類選考で適格と判断した者について，面接等の試験及び健康診断を行って採否を決

定 する 。 ，

採用内定者には電話連絡する。また，不採用とする者には文書で通知する。

〒100-8111東京都千代田区千代田1-1

宮内庁書陵部図書課庶務係長伊藤

電話03-3213-1111(内線3433)



福大人文第14号

平成27年12月15日

関係大学長殿

関係機関長殿

福岡大学人文学部長星乃治彦

（公印省略）

教員の公募について（依頼）

拝啓、時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、このたび本学部では、下記の要領により専任教員を公募することになりました。

つきましては、ご多用中恐縮に存じますが、貴学関係部門（関係者）への周知方ならびに適任者のご推薦方、よろしく

お取り計らい下さいますようお願い申し上げます。

敬具

記

1．採用職名専任講師または准教授

2．募集人員1糸

3．担当科目共通教育英語および英語学科専門科目（アメリカ文化・文学関連科目）

（研究分野）（アメリカの文化・文学に係る研究）

4．待遇給与および諸手当は本学給与規定の定めによる。なお、本学の定年年齢は65歳です。

5．着任時期平成29年4月1日から

6．国籍国篤は不問。日本語を母語としない場合は、学内業務に必要な日本語運用能力を有すること。

由
●
■
●

４
５
６
７ 応募資格（下のイ、ロ、ハの条件をすべて満たす者）

（イ）着任時に博士前期課程修了後3年以上の研究歴を有する者

もしくは、大学・短大・高専での十分な教育歴及び研究業績のある者（最終学歴不問）

（ロ）上記3．の「担当科目」をすべて担当できる（英語で授業を行うことができる）者

（ハ）通算で1年以上のアメリカでの生活経験を有する者が望ましい（履歴書に期間を明記すること）

募集締切平成28年2月29日（月）応募書類必着

応募書類（イ）履歴書（本学所定の書式による）連絡先を明記。

（ロ）研究業績書（本学所定の書式による）主要業績3点に○印を付す。

（ハ）教育業績書（教育歴を有する者のみ。本学所定の書式による）

（二）職務実績書（職務実績のある方のみ。本学所定の書式による）

（ホ）主要業績3点（著書・論文）の実物またはコピー

（へ）英文エッセイ（タイトル:EngmhEducationinJapan:MyResponsetothe

ChanengesFacingUniversityTbachers)(A4版用紙1枚程度）

※（イ）（ロ）（ハ）（二）の書式は本学ホームページ(http:/Mww.hum.hlkuoka-u.acjp/koubo/)

よりダウンロードしてください。

書類提出先〒814-0180福岡市城南区七隈8－19－1

福岡大学人文学部長星乃治彦宛

※応募書類には封筒に『アメリカ文化・文学応募書類』と朱書し、書留郵送にすること。

※応募書類（著書・論文を含む）は原則として返却いたしませんが、返却を希望される場合は

その旨お申し出ください。

問い合わせ先

福岡大学恥L:092-871-6631(代表）

人文学部英語学科大島由起子′IEL:内線3505E-mail:oshima-y@hlkuoka-u.acjp

選考について一次選考（書類選考）合格者に対し、二次選考（面接および模擬授業）を行います。

二次選考は別途連絡しますb

●
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12．


